
サステナブル投資残高アンケート調査2026

サステナブル投資残高アンケート調査2026のご協力のお
願い

　日本サステナブル投資フォーラム（JSIF）では、わが国のサステナブル投資の状況を
国内外に正しく伝えるため、第12回目のアンケート調査を実施します。

　昨年実施したアンケート調査では56機関より運用残高をご回答いただき、その合計額
は671兆7,644億7,000万円となりました。しかし当アンケートの昨年の回答機関数は
56と、国内に拠点を持つすべての機関投資家を網羅できているとは言えません。より多
くの機関投資家の皆様からご回答いただき、近年大きく進展するわが国のサステナブル
投資の状況を、世界に向けてより正しく伝えられるよう期待しております。今回初めて
アンケートへの回答をご検討いただく場合は、ご回答可能な範囲で構いませんのでご協
力いただけますと幸いです。

　なお残高ご回答にご協力いただいた年金基金様、投資運用会社様のお名前は、非公開
を希望される場合を除き、発表させていただいております。

　ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

※本アンケートの締切は9月30日(水)です。

※回答データの一次保存に対応しております。最下部をご確認ください。



2025年のアンケート調査でサステナブル投資残高をご回答いただき、名称の公開をご同意い
ただいた年金基金様、投資運用会社様の一覧

朝日生命保険相互会社
朝日ライフ	アセットマネジメント株式会社
アセットマネジメントOne株式会社
アムンディ・ジャパン株式会社
アモーヴァ・アセットマネジメント株式会社
アリアンツ・グローバル・インベスターズ・ジャパ
ン株式会社
いちよしアセットマネジメント株式会社
HCアセットマネジメント株式会社
SBI岡三アセットマネジメント株式会社
MS&ADインシュアランスグループ	ホールディング
ス株式会社
エンデバー・ユナイテッド株式会社
カディラキャピタルマネジメント株式会社
株式会社かんぽ生命保険
コムジェスト・アセットマネジメント株式会社
コンソナント・インベストメント・マネジメント
株式会社
清水建設不動産投資顧問株式会社
ジャパンリアルエステイトアセットマネジメント
株式会社
上智大学
しんきんアセットマネジメント投信株式会社
住友生命保険相互会社
積水ハウス・アセットマネジメント株式会社
全国共済農業協同組合連合会
損害保険ジャパン株式会社
SOMPOアセットマネジメント株式会社
第一生命保険株式会社
第一生命リアルティアセットマネジメント株式会社
大樹生命保険株式会社

大同生命保険株式会社
ダイヤモンド・リアルティ・マネジメン
ト株式会社
太陽生命保険株式会社
大和アセットマネジメント株式会社
地方公務員共済組合連合会
T&Dアセットマネジメント株式会社
DBJアセットマネジメント株式会社
東京海上アセットマネジメント株式会社
東京海上日動火災保険株式会社
東京大学
ニッセイアセットマネジメント株式会社
日本生命保険相互会社
農林中金全共連アセットマネジメント株式
会社
野村アセットマネジメント株式会社
野村不動産投資顧問株式会社
ピクテ・ジャパン株式会社
富国生命投資顧問株式会社
プロロジス・リート・マネジメント株式
会社
三井住友トラスト・アセットマネジメン
ト株式会社
三菱HCキャピタル不動産投資顧問株式会
社
三菱地所投資顧問株式会社
三菱UFJアセットマネジメント株式会社
三菱UFJ信託銀行株式会社
明治安田生命保険相互会社
りそなアセットマネジメント株式会社
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識別コード

*	1.	本アンケートのご案内に添付させていただいた識別コードをご入力ください。

※今回ご協力いただく集計データと、社名識別コードの表を別々に保管することで、セキュリティの向
上を図るためのものです。また個別の情報は外部にいっさい公表いたしません。

※JSIFからのご案内以外のルートでこちらのページにお越しいただいた方は、事務局の小林あて
（edge@japansif.com）にメールでご連絡ください。回答に必要な識別コードをお送りいたします。

2.	資金運用に関するお立場または資金性についてお伺いします。

アセット・オーナー

インベストメント・マネージャー

アセット・オーナー、インベストメント・マネージャー、両方の立場



3.	以下のうち、受け入れを表明されているものをお知らせ下さい（複数選択可）

日本版スチュワードシップ・コード

アセットオーナー・プリンシパル

4.	次の運用に関するイニシアチブに署名・参画等されていますか？

1.	UNEP	FI

2.	ICGN（The	International	Corporate	Governance	Network）

3.	CDP

4.	PRI

5.	21世紀金融行動原則

6.	SBTi（Science	Based	Targets	initiative）

7.	PCAF（Partnership	for	Carbon	Accounting	Financials	）

8.	AIGCC（Asian	Investors	Group	on	Climate	Change）

9.	Climate	Action	100+

10.	30%	Club	Japan	Investor	Group

11.	インパクト志向金融宣言

12.	TNFD（自然関連財務情報開示タスクフォース）

13.	GFANZ（Glasgow	Financial	Alliance	for	Net	Zero）

14.	Advance（PRIの人権イニシアティブ）

15.	Spring（PRIの自然資本イニシアティブ）

16.	ISSB/SSBJ（S1）

17.	ISSB/SSBJ（S2）

その他に署名・参画されている場合は、下記にご記入ください。
（例）その他署名・参画：FAIRR
また、自社単体では署名・参画していないが、親会社・ホールディングカンパニーが署名され
ている場合は、以下の空欄に（例）のようにご記入ください。
（例）親会社・ホールディングカンパニーが署名・参画：UNEP	FI、PRI

YES（一般に公表）と答えられた方は、URLなどご記入ください。

5.	組織としてサステナブル投資に関する明文化された方針を持ち、その方針を公開されていますか？

YES　（一般に公表）

YES　（顧客・加入者等のみに開示）

NO



※サステナブル投資について日本サステナブル投資フォーラム（JSIF）では、「投資分析や投資ポー
トフォリオの決定プロセスに、環境、社会、ガバナンス（ESG）などの課題を勘案し、投資対象の持
続性を考慮する投資」と定義づけしております。ESG課題を勘案する手段の分類については、Q11の
区分をご確認ください。

単位；百万円／3桁区切りのカ
ンマなしでお願いします

6.	2026年3月末時点のサステナブル投資の運用残高の総額をお知らせください。（2025年12月末以降の
数値であれば2026年3月末以外でも構いません。その場合はQ7で集計の時点をお知らせください。）

※日本国内の投資残高を算出することを目的とした調査ですので、外資系の運用会社様は国内拠点での
投資額のご記入をお願いいたします。

日／月／年の順　※例；2026年6月末なら「30/06/2026」

日付

日/月/年 	

7.	Q6で2026年3月末以外の残高データをお答えいただいた方は集計の時点をお知らせください。

単位；百万円／3桁区切りのカ
ンマなしでお願いします

8.	Q6でお答えいただいた時点での御社の運用残高総額をお知らせください。（運用総額のうち何割が
サステナブル投資に当てられているかを調査するためのものです。）

単位；百万円／3桁
区切りのカンマなし
でお願いします

9.	インベストメント・マネージャーの立場でご回答いただいている方にお尋ねします。Q6でお答えい
ただいた金額のうち、年金基金向けの運用残高をお知らせください。
※（アセット・オーナーの回答額との重複を避けるための質問です。）

10.	アセット・オーナーの立場でご回答いただいている方にお尋ねします。Q6でお答えいただいた金
額のうち自家運用の割合または金額をお知らせください。（インベストメント・マネージャーの回答
額との重複を避けるための質問です。）

――――――――――



次のQ11は下記の運用手法の定義をご確認の上、ご回答ください。

パッシブ/インデックス運用　

1.	株式ESG投資指数連動運用

　各種株式ESG投資指数に連動する成果を目指すパッシブ投資。
　・選別型…スクリーニングにより企業を選別する
　・ティルト型…ESG評価により投資ウェイトを変更する

アクティブ運用

2.	ESGインテグレーション

　リスク調整後リターンの向上を目指し、投資分析・意思決定プロセスでESG	（環境、社会、コー
ポレートガバナンス）要因を継続的に考慮する投資手法。

※なお、PRIが定義する「ESGインコーポレーション」は下図のように、ESGインテグレーションの
みならずスクリーニングやテーマ投資などの投資手法の全体を示す分類です。「日本サステナブル

投資白書2020」P16～をご確認いただけますと幸いです。以下、当該箇所の比較表を抜粋。

スクリーニングとは

　定義された基準に基づきルールを適用し、投資が許容されるかどうかを判断する投資手法。

3.	ネガティブ・スクリーニング

　投資対象外とみなす活動に基づいて、特定のセクター・企業・国・その他の発行体をファンドや

https://japansif.com/2020.pdf


ポートフォリオから除外すること。

4.	国際規範に基づくスクリーニング

　国際機関（国連、OECD、ILO等）の国際規範に基づいた投資。（例:オスロ条約→クラスター弾関
連企業に投資しない）

5.	ポジティブ(ベスト・イン・クラス)・スクリーニング

　同業他社比でESGパフォーマンスに優れており、定められた閾値以上の評価となるセクター・企
業・プロジェクトに投資する。（株式ESG投資指数連動運用以外）
※ネガティブ・スクリーニングとの違いは、投資ユニバースを決定した上で、投資の調査や意思決定の過程で企業のESGを

評価して組み入れる/組み入れないことを判断することです。

※ESGインテグレーションとの違いは、財務的な分析や意思決定ではなくESG要因のみに注目してスクリーニングを行う手

法です。

※株式ESG投資指数連動運用は1へご回答ください。

(参考)

6.	テーマ投資

　特定の中長期的なトレンド（脱炭素、高齢化、女性活躍、SDGs等）から利益が得られると予想す
る資産をトップダウンで選択して、ポートフォリオを構築すること。

・株式

・債券（グリーンボンドやサステナビリティボンド、ワクチン債等を含む）

・その他資産（不動産等）

　

7.	インパクト投資

財務的リターンとともに、測定可能な社会・環境へのポジティブなインパクトの創出を目的とした

投資手法。

次の①～④の要素すべてを満たす投資
①	投資時に、環境、社会、経済のいずれの側面においても重大なネガティブインパクトを適切に緩
和・管理することを前提に、少なくとも一つの側面においてポジティブなインパクトを生み出す意

図を持つもの



②	インパクトの評価及びモニタリングを行うもの
③	インパクトの評価結果及びモニタリング結果の情報開示を行うもの（※一般公開ではなく資金拠
出者のみに開示でも可）

④	中長期的な視点に基づき、個々の金融機関／投資家にとって適切なリスク・リターンを確保しよ
うとするもの

（環境省「ポジティブインパクトファイナンスタスクフォース」のインパクトファイナンスの定義に準拠。※部分のみJSIF

が追記）

スチュワードシップ活動（パッシブ運用、アクティブ運用を問わず）

8.	議決権行使

　議決権を行使する。

　※議決権行使の判断を助言会社に委託しているものも含む。

9.	エンゲージメント・株主提案等

エンゲージメント方針に基づき、投資家として企業と建設的な対話を行う。あるいは株主提案を行

う。

――――――――――

株式ESG投資指数連動運用・
選別型

株式ESG投資指数連動運用・
ティルト型

ESGインテグレーション

ネガティブ・スクリーニング

国際規範に基づくスクリーニ
ング

ポジティブ(ベスト・イン・ク
ラス)・スクリーニング

テーマ投資（株式）

テーマ投資（債券）

テーマ投資（その他資産）

インパクト投資

議決権行使

エンゲージメント・株主提案
等

11.	Q6でご記入いただいた金額について、下記の運用手法ごとの金額をお知らせください。（単位；
百万円／3桁区切りのカンマなしでお願いします）
※複数の手法を組み合わせた運用残高の場合、たとえばESGインテグレーションとエンゲージメントの組み合わせで1億円で
したら、両方に1億円をご記入ください。



12.	Q11で「株式ESG投資指数連動運用・ティルト型」に金額をご記入いただいた方にお尋ねします。
どのような指数を利用されているかお知らせください。

不動産投資

その他

13.	Q11で「テーマ投資（その他資産）」に金額をご記入いただいた方にお尋ねします。その内訳を
お知らせください。（単位；百万円／3桁区切りのカンマなしでお願いします）

上場株式

PE（Private
Equity）

債券（グリーン・ボ
ンド等の資金使途限
定型）

債券（サステナビリ
ティ・リンク・ボン
ド）

融資（グリーン・ロ
ーン等の資金使途限
定型）

融資（サステナビリ
ティ・リンク・ロー
ン）

その他資産

14.	Q11で「インパクト投資」に金額をご記入いただいた方にお尋ねします。その内訳をお知らせく
ださい。（単位；百万円／3桁区切りのカンマなしでお願いします）



15.	Q11で「インパクト投資」に金額をご記入いただいた方にお尋ねします。インパクトの評価結
果・モニタリングの結果について情報開示先（ウェブサイトのURL等）をお知らせください。
※情報開示のないものはインパクト投資とはみなされませんので（顧客のみに開示はOK）、Q11の金
額から除外をお願いいたします。投資開始から1年未満のため非開示の場合は、金額に含めていただい
て構いません。

WebサイトのURL

16.	Q11の「議決権行使」についてお尋ねします。ESGに関する議案について、検討プロセスがあ
り、開示されていますか？　開示されている場合はそのURLなどをご記入ください。

YES

NO

17.	Q11で「ネガティブ・スクリーニング」に金額をご記入いただいた方にお尋ねします。どのよう
なネガティブ・クライテリアを適用されているかお知らせください。

18.	Q11で「国際規範に基づくスクリーニング」に金額をご記入いただいた方にお尋ねします。どの
ような規範に準拠した運用をされているかお知らせください。



日本株

外国株

国内債券

海外債券

PE

不動産（REITを含
む）

ローン（融資）

その他（バランスフ
ァンド等）

19.	Q6でご記入いただいた金額について、資産クラスごとの金額をお知らせください。（単位；百万
円／3桁区切りのカンマなしでお願いします）

（国内）国債

（国内）社債

（国内）その他

（海外）国債

（海外）社債

（海外）その他

20.	Q19で債券に金額をご記入いただいた方にお尋ねします。どのような債券投資を行っているか金
額の内訳をお知らせください。
【	（国内）その他には地方債や政府機関債など、（海外）その他には、国際機関債などを想定してい
ます。】
（単位；百万円／3桁区切りのカンマなしでお願いします）

21.	Q19で「その他」にご記入いただいた金額について、具体的な資産クラスと金額（単位;百万円）
の内訳をお知らせください。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

Q22～24については、過去1年に実施された、日本版スチュワードシップ・コードに規定されている
「目的ある対話」（エンゲージメント）についてお尋ねします。



22.	対話を行う投資先をどのように選ばれていますか？（複数選択可）

ポートフォリオに占める割合・投資規模

ESG要素に関する重要課題別

議決権行使で反対票を投じた投資先

不祥事が発覚した企業

その他	(具体的に)

23.	どのような手法でエンゲージメントを実施されていますか？（複数選択可）

CEOやCFO、担当役員などの経営陣との直接面談

CEOや企業代表窓口への書簡の送付

イニシアティブを通じた協働エンゲージメント

その他	(具体的に)



	 0（考慮していな
い）

1（あまり重視して
いない）

2（どちらでもな
い）

3（非常に重視して
いる）

気候変動への緩和
と脱炭素化の推進

気候変動への適応
とレジリエンスの
向上

循環型経済（サー
キュラーエコノミ
ー）の実践

生態系の保全と生
物多様性への配慮

水資源・水利用

人権尊重

人的資本経営・ウ
ェルビーイング

ダイバーシティ

責任あるサプライ
チェーン・マネジ
メント

政策保有株式や親
子上場等、資本政
策に関する対応

環境・社会対応力
を加味した取締役
会の実効性評価

24.	エンゲージメントの際の各テーマの「重要度」を評価してください。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

SFDR第8条

SFDR第9条

25.	参考までにお伺いいたします。EUでは、欧州籍ファンドや欧州域内での販売を目的として登録さ
れるすべてのファンドの開示にSFDR（Sustainable	Finance	Disclosure	Regulation）が適用され、
8条、9条に該当するファンドがグリーンとみなされるようになっています。日本ではまだこのような
開示規制はありませんが、日本で販売されているファンドあるいはアドバイスしているファンドのう
ち、SFDR8条及び9条に該当すると考える金額をお知らせください。
（単位；百万円／3桁区切りのカンマなしでお願いします）



単位；百万円／3桁
区切りのカンマなし
でお願いします

26.	参考までにお伺いいたします。金融庁の監督指針に沿ったファンド（※）の運用残高の総額をお知
らせください。
※	金融庁「金融商品取引業者等向けの総合的な監督指針」の「VI．	監督上の評価項目と諸手続（投資
運用業）」「VI－２－３－５	ＥＳＧ考慮に関する留意事項」
https://www.fsa.go.jp/common/law/guide/kinyushohin/06.html#06-02

*	27.	本調査でサステナブル投資残高のご回答いただいた会社・基金等の名称を調査レポートで公開さ
せていただきます。よろしいでしょうか？

公開可

公開不可

28.	自由コメント欄（今後の集計に資する質問事項の追加や変更、その他のコメントを歓迎いたしま
す）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

本アンケートに関するお問い合わせ先

日本サステナブル投資フォーラム(JSIF)
事務局　エッジ・インターナショナル
担当　小林
TEL:070-6977-2354
Email:	edge@japansif.com

下記の「完了または一次保存」のボタンをクリックで、途中までご記入いただいた内容を保存
することができます。ただし、お使いの社内ネットワークのセキュリティによっては、保存内
容が消えてしまう場合もございますのでご了承のほどよろしくお願いいたします。
すべての回答が完了後は「完了または一次保存」のボタンをクリックした後の画面で「送信」
をクリックください。

https://www.fsa.go.jp/common/law/guide/kinyushohin/06.html#06-02
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以下の「送信」ボタンを押していただいて回答完了です。
お忙しい中ご協力いただきありがとうございました。
集計結果がまとまりましたらご連絡させていただきます。例年のスケジュールでは、
集計速報は11月末、詳細レポートは翌年4月初旬に発表しております。


